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以下の設問１～１６から２問選んで解答しなさい。そのうち少なくとも１問は、第１希望の講座の問

題から選ぶこと。 

 

 

多元文化論講座 

 

１． 公教育において、生徒が母語以外の言語を使用することを強いられる場合がある。 

一例をあげて、その是非を論じよ。 

 

２．次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。 

「個人にせよ、集団にせよ、多くの人が、多少なりとも意識的に、外国人はすべて敵だと思い込

んでしまう場合がある。この種の思い込みは、だいたい心の底に潜在的な伝染病として潜んでい

る」（プリモ・レーヴィ）。 

「この種の思い込み」の事例を一つあげて説明せよ。 

 

 

先端文化論講座 

 

３． あなたがこれまでに見た映画からひとつを選んで、物語上の中心的な対立（衝突、競争、食い違

いなど）に注目して分析しなさい。そのさい、以下の点を中心に論じること。 

（１） 両者の価値観はどのように対立しているのか。 

（２） その映画は見る者をどのようにして一方の側に感情移入させようとしているのか。 

（３） 感情移入の対象は映画によって肯定されている価値観とどのような関係にあるのか。 
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４．｢カリスマ｣とは、もともと神から与えられる｢賜物｣を意味する。マックス・ウェーバーは、指導

者その人が持つ非合理的な魅力に、集団が服従するような在り方を指して、カリスマ的支配と呼

んでいる。ところで昨今では、政治や新興宗教のカリスマ的指導者が話題となる一方で、カリス

マ美容師、カリスマ店員、カリスマ主婦などの表現を眼にすることが極めて多い。あなたは、こ

のような日常的な文化現象のなかに、ウェーバー的な意味でのカリスマ性を認めることができる

と思うか。具体例を挙げて論じなさい。 

 

 

現代アメリカ表現科学講座 

 

５． 次の人名群から２名選び、それぞれの思想と行動について概略を述べなさい。 

ラス・カサス  マーティン・ルーサー・キング・ジュニア 

ジョン・ミューア  リゴベルタ・メンチュー 

 

 

６．南北アメリカ大陸における地域統合の動向について具体例をあげ論述しなさい。 

 

 

現代東アジア表現科学講座 

 

７．東アジアの言語（日本語、中国語、ロシア語、朝鮮・韓国語等）の文字改革・綴り字改革につい

て、その歴史と問題点を具体的な例を挙げて論じなさい。 

 

８．ある一時代において風刺の精神が、さまざまな文化面（文学、映画、漫画、歌謡等）にどのよう

に反映されているか、東アジア（中国、ロシア、朝鮮・韓国等）の具体的な例を挙げて論じなさ

い。 
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現代ヨーロッパ表現科学講座 

 

９．今から約１００年前、１９００（明治３３）年から１９０３（明治３６）年にかけてロンドンに

留学した漱石は、イギリスの「近代」を目の当たりにして、しばしば精神的苦悩に追いつめられ

た。 

  「近代の苦悩」とは何か。ヨーロッパの国を一つ例に取り、具体的な社会や文化の現象に即して

論述しなさい。 

 

 

10．イラク戦争の開始前、２００３年１月２２日、米国のラムズフェルド国防長官は、対イラク武力

攻撃も辞さないとする米国の姿勢に独仏をはじめ欧州が懐疑的だとの記者の指摘に対して、「それ

（米国を批判している独仏）は古い欧州だ。北太西洋条約機構（ＮＡＴＯ）全体を見れば、多く

の新規加盟国があり、多くの国々は独仏の側でなく、米国を支持している」といった趣旨で反論

した。 

   一方、フランスのドピルパン外相は、２月１４日の国連安全保障理事会での演説で、「（対イラ

ク攻撃に反対するのは）戦争と占領と残虐の歴史を知っている“古い欧州”であるフランスから

のメッセージだ」と述べた。また、戦争後の６月２５日、ブッシュ米大統領と会談した欧州連合

（ＥＵ）のプロディ委員長は、「それぞれ単独だと欧州は古すぎ、米国は若すぎる」と、連携の必

要性を語った。 

   このように意味合いは少しずつずれながらも、「古い欧州」という言葉は、政治家のあいだから

一般人のあいだまで反響を呼んだ。この言葉について考えるところを述べよ。なお、政治的コン

テクストから離れて論述してかまわない。 
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ジェンダー論講座 

 

11.ヴァージニア・ウルフの言葉｢女性が小説を書こうとするなら、お金と自分自身の部屋を持たねば

ならない｣が、現代においても当てはまると思われる問題について、論じなさい。 

 

12.現代社会において人間の加齢経験は必ずしも肉体の老化現象にとどまらない。加齢経験のあり方は

社会的要因によっても左右される。このことについて一つの国を例に挙げて論じなさい。 

 

 

メディアプロフェッショナル論講座 

 

13.現代メディアの直面する課題を、新聞、テレビ、雑誌、インターネットのどれかについて指摘し、

その課題克服のための対策を考えなさい。 

 

14.「若者の活字離れ」現象が問題視されていることについて論ぜよ。この現象に対策が必要と思うな

ら、具体的に提案しなさい。 

 

 

共通選択 

次の二つの用語の内から一つを選択し説明しなさい。 

 

15.｢分裂能格 split ergative｣ 

 

16.｢グリムの法則 Grimm’s law｣ 


